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　３月 24 日に文化庁で令和７年度重要無形民俗文化財指定証書交付式が行われ、高鍋神楽が国の

重要無形民俗文化財に指定されました。

　今回の指定は、昭和 44 年の宮崎県無形民俗文化財指定、昭和 53 年の国による「記録作成等の措

置を講ずべき無形の民俗文化財」選択を経て、令和６年３月に刊行した『高鍋神楽調査報告書』お

よびこれまで継承活動に尽力し、先人からの歴史を紡いできた関係者の皆さまの功績が高く評価さ

れたものです。

受け継ぐ人の想い
　高鍋神楽保存会の会長を務める舞鶴神社宮司の永友さんと、保存会のメンバーとして神楽の伝承に取り

組む養鶏家の森さんにお話を伺いました。

――高鍋神楽に関わるようになったきっかけは。
永友さん「家業が神社ですから、その関係で神楽
に関わりました」

森さん「自分は小学 3 年生の頃、親族のすすめで
高鍋神楽を始めました。最初は気が進まなかった

のですが、上達するにつれて楽しさを感じ、今ま

で続けてきました」

　現在、会員は皆、保存会とは別に仕事をしながらの活動に取り組ん

でいます。次なる担い手となる世代を育成するため、保存会では神楽

を披露する際に来場した子どもたちに一緒に神楽を舞ってもらうなど、

神楽を体験できる場も作っています。また、一昨年からはそれまで休

止していた子ども向けの神楽教室（子ども神楽）も再スタートしました。

　子ども神楽には現在２人が参加し、愛宕神社で練習に励んでいます。

――高鍋神楽の魅力はどういったところにありますか。
森さん「高鍋神楽は全 33 番。それぞれに独立した物語があり、ひとつだけでも楽しめるところに魅力を感
じています。特にユーモラスな所作を交えながら、周囲の観客を巻き込んで舞う 11番の「盤石（ばんぜき）

は特徴的で面白いですよ」
――今回、国の重要無形民俗文化財に指定されました。
高鍋神楽保存会としてこれまで継承してきた中での苦
労ややりがいを教えてください。
森さん「たくさんの魅力がある一方で、舞手の減少に
より、全 33 番のうちいくつかは継承が難しく、一部

の舞は途絶えてしまいました。また、若い世代を育成

するにも、たとえば小学生で神楽を始めても、部活や

進学等を機に辞めてしまうケースがありますね」

永友さん「そうした中でも、一昨年には保存会が中心
となり、資料や聞き取りをもとに５番の「敏伐舞（び

んぎりまい）」の再現に取り組むなど、後世に神楽を

残すための努力を続けています。形のない文化だから

こそ、人の想いをつないでいくことが大切。戦争や時

代の変化により継承が厳しい状況の中でも、保存会の

活動や六社による輪番制などにより、受け継がれてきました。これからも想いを次の世代へつないでいきた

いですね」

▲令和 7年六社連合大神事で 1番「御神楽（おかぐら）」
　を舞う森さんと神楽の説明をする永友さん

▲令和 7年六社連合大神事で舞われた 11番
　「盤石（ばんぜき）」の一幕

▲子どもたちが神楽を学ぶ様子
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高鍋神楽の舞手募集
高鍋神楽は女性も舞うことができ、意欲的で健康な方ならど
なたでも始められます。
興味のある方は、高鍋町社会教育課文化係（☎0983-23-3326）
までお問い合わせください。

高鍋神楽が国の「重要無形民俗文化財」に指定されるまでの道筋
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高鍋神楽とは？
　高鍋神楽は、旧高鍋藩の城附地であった現在の高鍋町、新富町、木城町、川南町、都農町の 5 町

にわたって伝承される、「比木神楽」「都農神楽」「三納代神楽」の総称です。高鍋神楽は「六社連合

大神事」として、高鍋藩を領した秋月氏が特に崇敬した領内の６つの郷社の輪番で神楽奉納が行わ

れています。腰を低く落として舞う「座舞」「居舞」の所作が多いことが特徴で、文献では約 400 年前、

口伝では千年以上前から舞われているとされ、現在まで受け継がれてきました。

▲令和 7年六社連合大神事で舞われた 5番

　「敏伐舞（びんぎりまい）」の一幕

高鍋神楽が国の「重要無形民俗文化財」に指定されるまでの道筋

高鍋神楽とは？



　本町の基幹産業である農畜産業を土台としながら、商工業や観光が連動して発展することで、地域
全体の活力を高めていきます。
　人口減少を単なる課題として捉えるのではなく、「新たな価値を生み出す機会（チャンス）」として
前向きに取り組み、町民の皆さまとともに持続可能なまちづくりを進めていきます。

　本町は、城下町としての歴史や「文教のまち」としての精神を受け継いできました。
　これらの地域資源を活かしながら、現代のニーズに応じた形で再構築し、新たな魅力として磨き上げ
ていきます。
　また、SDGs の理念を踏まえ、経済・社会・環境のバランスがとれた持続可能なまちづくりを推進します。

これからの高鍋町の「未来」のかたち
　本町では、令和 8年度を始期とする「第 7次高鍋町総合計画」を策定しました。

　総合計画は、子育て、教育、福祉、防災、環境、産業など、町のあらゆる分野の取り組みの方向

性を示す最上位の計画です。
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2
地域経済と
観光の活性化
による雇用創出

商工業・観光の活力低下

商工業の振興と観光
資源の磨き上げによ
り、雇用の創出と地
域のにぎわいを生み
出します。

1
農業の再生と
魅力ある
担い手づくり

農業の担い手不足と
経営の不安定化

スマート農業や高付
加価値化を進め、若
者や女性が参入しや
すい魅力ある農業を
実現します。

3
「文教の城下町」
にふさわしい
教育の充実

教育環境の格差と
郷土愛の希薄化

ICT の活用や地域と
連携した学びを通じ
て、郷土への誇りと
未来を担う人材を育
てます。

4 安心して
子育て・老後を
送れる

支援体制の構築
子育て・福祉・高齢者
支援体制の脆弱さ

ライフステージに応
じた切れ目のない支
援体制を整え、誰も
が安心して暮らせる
環境をつくります。

5

地域の支え合い機能の
低下

地域共生と
支え合いの
しくみづくり

見守りやボランティ
ア活動を通じて、人
と人が支え合う地域
社会を再構築します。

6

災害リスクと防災力の
不足

災害に強い
地域社会の構築

防災体制の強化と意
識向上により、誰一
人取り残さない安全・
安心な地域を目指し
ます。

7
住環境の整備と
移住・定住促進

住環境の老朽化と
移住・定住の停滞

空き家の利活用や住
宅支援の充実によ
り、「住みたい・住
み続けたい」まちを
実現します。

町民の皆さまとともに未来へ
　これからのまちづくりは、行政だけでなく、町民、事業者、地域団体など多様な主体が連携して進めていく

ことが重要です。

　一人ひとりの関わりが、まちの未来をつくります。第 7 次総合計画は、高鍋町の新たなスタートです。町民

の皆さまとともに、誇りを持ち、いきいきと暮らせるまちの実現に向けて、着実に取り組みを進めていきます。

　将来像の実現に向けて、「産業振興」、「健康・

福祉・子育て・高齢者支援・教育」、「防災・住環

境整備」という３つの基本目標のもとで体系的に

推進します。

　さらに、SDGs の推進、行財政改革、健全財政

の確保などを横断的に進め、持続可能なまちづく

りの基盤を強化します。

▶
総
合
計
画
の
詳
細

　
は
こ
ち
ら

共通目標と 3つの基本目標

基本理念
農畜産業が豊かになってこそ、商工業は潤い、まちは元気になる

まちの将来像
豊かで美しい歴史と文教の城下町の再生
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令和 8年度 高鍋町一般会計当初予算 109 億 9,700 万円 令和 8年度に実施する主な事業について新規事業を中心に紹介します
　令和８年度高鍋町一般会計当初予算は、第６次高鍋町総合計画基本構想・後期基本計画の取り組みに重点を

置いた予算編成を行い、新規事業として、議会動画配信業務委託事業、運転免許証自主返納支援事業、津波注

意表示板設置委託事業、高鍋東中学校防音機能復旧事業などを計上しました。

　予算規模は、民生費のなでしこ保育園改築の補助である就学前教育・保育施設整備補助金、消防費の防災行

政無線放送施設設置工事の減により、総額 109 億 9,700 万円、前年度比 2億 1,300 万円の減額となりました。

※事業費は1万円未満を四捨五入しています。

全国一斉に開始される乳児等通園支援制度（子ども誰で

も通園制度）に係る費用です。

第 3 次高鍋町地域福祉計画・高鍋町地域福祉活動計画策定

に係る費用です。

乳児等通園制度給付費　　　　　　480 万円 地域福祉計画策定業務委託　　　  　432 万円

健康づくりセンター内のプール改修関連工事の実施設

計に係る費用です。

乳幼児から高齢者までの町民に対する定期予防接種およ

び任意予防接種の実施に係る費用です。

健康づくりセンタープール棟
増築ほか改修工事実施設計委託　1,300万円

予防接種事業                   　　　　   8,564万円

土木費

衛生費

民生費

商工費

地域のデジタル化推進と DX 支援事業の実施に係る費用

です。

本庁３階にある議場の空調の改修の実施設計に係る費用

です。

地域ＤＸ推進事業等業務委託   4,206 万円 議場空調改修工事実施設計業務委託 360万円

運転免許証を自主返納された方への支援の実施に係る費

用です。

4年ごとに行われる町議会議員選挙に係る費用です。
運転免許証自主返納支援事業       159 万円 町議会議員選挙  　　　　　　　2,251万円

総務費

ハザードマップ作成委託 　　    　　574 万円

消防費

津波および洪水・土砂災害のハザードマップの更新に係

る費用です。

津波注意表示板設置委託 　　    　　607 万円
蚊口浜周辺の避難誘導のため、夜間でも見えやすい蓄光

式の看板の設置に係る費用です。

議会動画配信業務委託 　　　　　　110 万円

議会費

開かれた議会を実現し、住民の町政に対する関心を高め

るための、町議会の動画配信実施に係る費用です。

ふるさと納税を推進するため、地域の魅力を活かした

返礼品開発や PR 活動を行い、地域経済の活性化を図り

ます。

地域活性化業務委託　　　　  6,300 万円

11月7日、８日に開催される「日本遺産フェスティバル」に向け、

イベント企画やPRなどを行うための協議会への負担金です。

日本遺産南国宮崎の古墳景観活用協議会
事業費負担金　　　　　　　　　667 万円

町道川田・竹鳩線の道路詳細設計、竹鳩橋架け替えの予

備設計、土質調査に係る費用です。

都市再生特別措置法に基づいた立地適正化計画策定に係る

費用です。

立地適正化計画策定業務委託　　   1,328 万円防衛施設周辺道路改修等事業    1 億 857 万円
自主財源…町が自らの権限や財産等により得る収入
依存財源…国・県などから交付されたり、借りたり
　　　　　して得られる収入

教育費

美術館の空調設備の改修工事に係る費用です。
美術館空調設備改修工事　    1 億 3,700 万円

高鍋西小学校校舎の空調・換気設備の改修工事に係る費
用です。

高鍋西小学校防音機能復旧（空調・換気）工事
　　　　　　　　　　　　　  1 億 5,692 万円

高鍋東中学校校舎の空調・換気設備の改修の実施設計に
係る費用です。

高鍋東中学校防音機能復旧（空調・換気）
実施設計業務　　　　　　　　　　    1,887 万円

高鍋西中学校校舎の空調・換気設備の改修工事に係る費
用です。

高鍋西中学校防音機能復旧（空調・換気）工事
　　　　　　    　　　　　　　　  1 億 4,917 万円

国民スポーツ大会に向けたリハーサル大会開催経費や先

催県の視察調査などに係る運営費負担金です。

日本のひなた宮崎国スポ高鍋町実行委員会負担金
　　　　　　　　　　　　　　　  6,520 万円義務的経費…支出が義務付けられ任意に削減すること

　　　　　　　が困難な経費
投資的経費…施設や道路のインフラ整備など、資産が
　　　　　　　将来に残るもの
その他の経費…上記以外の行政活動のために必要な経費
※グラフの数値は、四捨五入など端数調整のため計数が
　一致しない箇所があります。

歳出  目的別構成比

歳出  性質別構成比

歳入  構成比
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　令和８年５月 29 日より、気象庁が発表する気
象情報の体系が大幅に刷新されます。
　今回の改正では「警戒レベル」と「情報の名称」
が完全に一致し、避難のタイミングをより直感
的に判断できるようになります。

命を守る情報を、もっと早く、わかりやすく。

命を守る行動へ！気象の警報など防災気象情報が変わります！

「あなたのスマホが防災無線に」
　高鍋町からの緊急情報や、戸別受信機・屋外スピーカーから流れる放送内容が、スマー

トフォンへプッシュ通知で届きます。外出中や夜間でも、大切な情報を見逃しません。

【ここが便利！３つのポイント】
● 聞き逃しなし： 放送内容が文字と音声で保存され、いつでも再確認できます。
● ハザードマップとの連動： 現在地周辺の危険度や避難場所を地図上で素早くチェック。
● 簡単登録： QRコードを読み取ってインストールするだけで利用できます。
 【登録方法】 App Store または Google Play で「高鍋町防災アプリ」と検索してインス
トールしてください。



-9-

　健診を受けることで、見た目では分かりにくい身体の中の
状態を知ることができます。毎年受けることで、病気の予防
や健康づくりにとても役立ちます。

　各医療保険者（高鍋町国保、協会けんぽ、各職場等）から案内がありますので、受診方
法等をご確認ください。

A. 特定健診は、自覚症状がない生活習慣病の予防を目的としたものです。

　  どこも悪くないと感じている方こそ、ぜひ受けていただきたい健診です。

　  また、昨年異常がなくても、毎年受けることで健康状態をしっかりみることができます。

A.医療機関で実施している健診は年間通じて受けられる場合もあります。

      健診時間は、１時間以内で終わる場合も多いです。

      忙しい方こそ、病気で寝込む前に健診を受けることをお勧めします。

A.特定健診は治療中の方も対象となります。通院先で行う検査と、検査項目が違う場合もあります

      ので、ぜひ健診をご利用ください。

５月下旬までにお手元に健診の案内が届きます。

健診の内容は、身体計測、尿検査、血圧測定、血液検査、診察等です。

集団健診の会場では、下記のがん検診を一緒に受けることができる日程があります。

　　　　　　　　お問い合わせ先：健康保険課　国保・高齢者医療係（☎0983-26-2007）

日本では、２人に 1人はがんにかかり、３人に 1人ががんで亡くなっています。

町では、胃がん・大腸がん・肺がん・子宮頸がん・乳がん検診を行っています。

積極的にがん検診をお勧めしたい年代の方には、５月下旬までに受診券が届きます。

　　　　　　　　　　　　　　　お問い合わせ先：イワケン健康づくりセンター（☎0983-23-2323）
す。
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第 35 回石井十次賞贈呈式・第 44 回石井十次生誕記念式典

高鍋町こども家庭センター「オヤトコ」を開設しました

　4 月 1 日、母子保健機能と児童福祉機能を持つこども家庭センターを開設しました。妊産婦や子育て家庭へ
の一体的な相談支援を行い、妊娠期から子育て期の切れ目のない包括的で継続的な支援を行うための施設です。
　こどもの健診や産後ケアのほか、あそびの教室、絵本の無料貸し出しなどを行っています。また、妊娠中から
育児まで幅広く相談を受け付けています。お気軽にお越しください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所：イワケン健康づくりセンター内　　電話番号：0983-35-3315

　4月15 日、たかしんホールで第 35 回石井十次賞
贈呈式が開催されました。長崎県五島市で児童養
護施設を運営する社会福祉法人奥浦慈恵院が、ＳＮ
Ｓを活用し、施設を巣立った子どもの約９割とつな
がり続けて孤立させない取り組みをしていることや、
児童福祉の枠を超え、「みんな食堂」の開催や放課
後居場所事業、一人暮らしの高齢者への宅食訪問
など地域に根ざした施設であることが評価され、石
井十次賞を受賞しました。
　贈呈式に続いて開催された第 44 回石井十次生誕
記念式典では、石井十次先生をたたえる歌の発表や、
町内の子どもたちによる石井十次顕彰意見発表が行
われました。

地域商社「株式会社マチユメミライ」が開所されました

　3月 27日、地域商社「株式会社マチユメミライ」の開所式が開催されました。この会社は高鍋町のほか、高

鍋信用金庫、高鍋商工会議所が出資し、昨年10月 29日に設立され、4月1日より事業を開始しています。

　株式会社マチユメミライは、「豊かで美しい幸せな未来の創造」を経営ビジョンに掲げて設立された地域商社

です。高鍋町のふる

さと納税事業や地域

産品の販路拡大、

町の PRなどを担い、

地域の稼ぐ力の強化

を図るとともに地域

の活性化や課題解

決に取り組んでいき

ます。
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今年度の高鍋町消防団の皆さんを紹介します

高鍋駅交流拠点施設に机と椅子が寄贈されました

後列（左から）：宇治橋13部部長、川原12部部長、酒匂11部部長、小野10 部部長、渡部 9部部長、萩原

　　　　　　　  8 部部長、春口 7部部長、兒玉6部部長

中列：佐藤消防主任、熊本 5部部長、金田 4部部長、松田 3部部長、押川 2部部長、新名1部部長、樋高

　　　ラッパ隊隊長、城間直轄部部長、宮越女性部副部長

前列：永友指導員、岩元副団長、小城東児湯消防組合消防署救急課長、古賀団長、荒木高鍋警察署高鍋

　　　交番所長、大井副団長、石丸消防・生活安全係長、横田指導員

　４月 12 日、高鍋駅交流拠点施設において、創立 50 周年を迎えた高鍋ロータリークラブから、机と椅子が寄
贈されました。
　贈られた机と椅子は、旧駅舎の植栽として親しまれ、駅舎改修工事に伴い伐採されたカイヅカイブキの木材を
活用して製作されたものです。
　長年にわたり、駅を利用する人々や地域の歩みを見守ってきた木の思い出は、形を変えて受け継がれ、今後
は交流や活動の場を支えていきます。

新田原飛行場周辺消防施設設置助成事業で消防車を配備しました

　町では、九州防衛局の新田原飛行場周辺消防施設設

置助成事業を活用して、高鍋町消防団に水槽付消防ポン

プ自動車１台を配備しました。この事業は防衛施設周辺

の生活環境の整備を目的として実

施されているものです。

　水槽付消防ポンプ自動車は、

高鍋町消防団本部（管轄地区：

黒谷）に配備され、今後は地域

の消火活動や防災・防火啓発活

動等に役立てられます。
防衛省

( 民生安定助成事業 )
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令和 8 年度　高鍋町行政事務連絡員

第 11 回　石井十次なわのおび賞（学年は令和 8 年 1 月時点）

　行政事務連絡員は委嘱を受けた非常勤特別職の地方公務員で、任期は 4月１日から翌年の 3月 31日までの

1 年間です。町広報紙をはじめとした文書などの配布や、町として周知させていただきたい情報の伝達など、行

政事務を円滑に進めるためのさまざまな業務に従事していただいています。

　誰にでも優しく接し、困ってい

る人に寄り添う行動を続けていま

した。授業でも主体的に学び、

周囲をよく見て動く姿で学級や学

校の中で手本となっていました。

高鍋東小学校　６年
清水　陽依菜さん

　自主的にボランティア活動に

取り組み、運動会前は運動場の

草取りを行い、朝の草取りボラ

ンティアの輪を下級生まで広げ、

学校の環境美化に貢献しました。

高鍋西小学校　６年
森　麗奈さん

　責任感をもって行動し、学習

と部活動の両立に努め、授業で

は教え合い活動にも積極的に取

り組み、周囲に良い影響を与え

る存在として活躍しました。

高鍋東中学校　３年
竹下　愛琉さん

　全校生活委員長として委

員会活動の企画・運営に尽

力し学校生活の充実に貢献

し、部活動や体育大会でも

中心となって行動し学校全

体の中で手本となりました。

高鍋西中学校　３年
藤本　マリアさん

　食品ロス問題をはじめさま

ざまな活動に取り組むほか、

修学旅行では班長として班員

をまとめ、体育大会でも仲間

を支えるなど、学校行事の円

滑な運営に貢献しました。

高鍋西中学校　３年
本田　くるみさん

　思いやりを大切にし、他者

を尊重した行動を実践し、

探究活動では独自のテーマ

で研究を深め、部活動と学

習を両立しながら日々努力を

続けました。

高鍋高校　２年
河野　雫さん

　語学学習や探究活動にも

意欲的に挑戦し、主体的に

生徒会活動や国際交流に取

り組みリーダーシップを発揮

するなど、学校生活のさらな

る充実に貢献しました。

高鍋農業高校　２年
日高　由季さん
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令和 8年度の新規採用職員を紹介します。皆さん、どうぞよろしくお願いします。

・氏名：村木　将人（むらき　まさと）

・所属：福祉課　子ども支援係

・趣味：野球、音楽鑑賞

・好きな言葉：感謝

★高鍋町役場★

・氏名：兒玉　葵（こだま　あおい）

・所属：地域政策課　総合政策係

・趣味：カラオケ

・好きな言葉：初志貫徹

・氏名：川西　かのん（かわにし　かのん）

・所属：地域政策課　商工観光係

・趣味：アニメ鑑賞

・好きな言葉：常に挑戦者であれ

・氏名：野田　楓（のだ　かえで）

・所属：税務課　収納係

・趣味：ドラマ鑑賞

・好きな言葉：笑顔

・氏名：日高　美月（ひだか　みづき）

・所属：税務課　町民税係

・趣味：ハンドボール、音楽鑑賞

・好きな言葉：自立とは依存先を増やすこと

・氏名：奈須　颯斗（なす　はやと）

・所属：町民生活課　環境保全係

・趣味：サッカー観戦、旅行

・好きな言葉：明日は明日の風が吹く

・氏名：山﨑　真知子（やまさき　まちこ）

・所属：健康保険課　国保・高齢者医療係

・趣味：お菓子づくり

・好きな言葉：人事を尽くして天命を待つ

・氏名：長友　涼夏（ながとも　すずか）

・所属：健康保険課　健康推進係

・趣味：推し活、御朱印集め

・好きな言葉：楽しんだもん勝ち

・氏名：佐野　匠（さの　たくみ）

・所属：福祉課　わかば保育園

・趣味：生き物飼育（爬虫類など）

・好きな言葉：継続は力なり

・氏名：佐藤　晴香（さとう　はるか）

・所属：福祉課　わかば保育園

・趣味：りんご飴作り、占い

・好きな言葉：失敗は成功のもと

・氏名：松元　星那（まつもと　せな）

・所属：上下水道課　上水道工務係

・趣味：サッカー

・好きな言葉：ＰＯＳＩＴＩＶＥ♪

・氏名：長友　希代佳（ながとも　きよか）

・所属：教育総務課　教育総務係

・趣味：バレー観戦

・好きな言葉：素直

・氏名：大久保　友人（おおくぼ　ゆうと）

・所属：社会教育課　生涯学習係

・趣味：サッカー、掃除

・好きな言葉：何事も継続しないとわからない

・氏名：川越　莉恋（かわごえ　りこ）

・所属：福祉課　こども家庭係

・趣味：音楽鑑賞、ダンス

・好きな言葉：一期一会



4 月に着任した 4人をご紹介します！

　ピアニストとしての経験を活かして、高鍋町でのコンサートやイベントの

企画・運営を行い、子どもから大人まで気軽に音楽を楽しめる機会を広げて

いきます。地域の音楽家や文化活動ともつながりながら、音楽を通じた交流

を育み、高鍋町の魅力を発信していきたいです。

今村 さつきさん　福岡県出身　音楽によるまちづくり

　声楽家としての国内外の経験を活かし、音楽を通じて皆が笑顔になれる活

動を進めていきます。「喜びや悲しみ、すべての人生経験は表現の糧となる」

という思いのもと、表現することの楽しさを一緒に育んでいけたらと思って

おります。

尾籠 光雄さん　福岡県出身　音楽によるまちづくり

　近隣はもちろん、九州、全国、そして世界から高鍋町を訪れたい！と思っ

てもらえるように、高鍋の歴史や観光地、名産品などの魅力を自分らしい視

点で発見・創造し、オリジナリティ溢れる方法で情報発信に努めてまいりま

す。町民の皆様とお会いできることを楽しみにしております！

嶋岡 未紗さん　宮崎県出身　商工観光プロデューサー

　これまでの実績を基に「0から 1を創る」活動を高鍋で展開します。「創る」

「繋がる」「留まる」を軸に関係人口を拡大。目標をブラさず、柔軟な行動で

現場に即した持続可能な仕組みを構築します。多様な事業を通じ、高鍋町に

新たな価値と活力を生み出します。

橋本 英樹さん　京都府出身　地域資源を活用した地域振興

市川寛さん　タカナベホイッスルの制作・販売を開始しました！
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高鍋町の地域おこし協力隊員の紹介や募集に関する情報発信を中心に更新！
隊員ブログでは、隊員自ら執筆した記事を掲載しています！

地域おこし協力隊専用サイトでは、隊員ブログを更新中！

　高鍋町でランドスケープデザイナーとして活動している市川さんが、高鍋町の輪

郭をかたどった「タカナベホイッスル」の制作・販売を開始しました。普段はキー

ホルダーとして、万が一の際は、音で自分の場所を知らせるホイッスルとして使用

できます。また、このタカナベホイッスルは入学の記念として高鍋舞鶴ライオンズ

クラブ様から高鍋東中学校・西中学校の新１年生に贈呈されました。

　一般販売も行っており、高鍋町美術館で 300 円（税込）で購入できます。日常と

非常時を静かにつなぎ、町への想いや記憶、人を結ぶきっかけとして、ぜひお求め

ください。
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まちの Topics

マチトピ

～高鍋のさまざまな出来事をご紹介します～

4 月 11 日、たかしんホール作業室にて、竹鳩橋の架け

替え事業住民説明会が開催され、113人が参加しました。

　説明会の要旨、当日配布資料および１月から２月に募集

した意見の集計結果については、町ホームページに掲載し

ていますのでご覧ください。

　２月 27 日、町は株式会社デジタルラボたかなべおよ

び株式会社グリーンフィールドアグリジャパンと、災害

時等における無人航空機等による活動に関する協定書を

締結しました。

　本協定は、近年、激甚化・複雑化する自然災害に対応し、

住民の安全を守るため、官民一体となった防災体制の強

化を目的として締結したものです。この協定により、災

害発生時にはドローンによるリアルタイムの状況把握が

可能となり、迅速な意思決定につながります。

　３月 27 日、舞鶴一座秋月鼓童が町長を表敬訪問し、東

京都で開催された第 28 回日本太鼓ジュニアコンクールに

おいて準優勝・総務大臣賞を受けたことを報告しました。

　５回目の出場にして過去最高の成績を収めたことに、メ

ンバーは「いつもたかしんホールで練習させていただくな

ど、日頃支えてくださっている皆さまに感謝しています。

来年は優勝を目指して頑張ります」と語りました。今後の

さらなる活躍が期待されます。

　高鍋湿原に、新たな看板が設置されました。

　この看板は、長年、高鍋湿原の維持・管理等にご尽

力された岩村進氏のご子息である岩村威志氏からのご

寄付を活用して設置されたもので、高鍋湿原で見られ

る代表的な植物やトンボの他、高鍋湿原の歴史が紹介

されています。

　高鍋湿原にお越しの際はぜひご覧ください。

町ホームページはこちら▶
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高鍋町公式SNS一覧 高鍋町
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町では、財源の確保のために有料広告を掲載しています。広告内容は
町が推奨するものではありません。掲載されている広告の内容などの
お問い合わせは、直接広告主へお願いします。

編集後記
　高鍋神楽が国の重要無形民俗文化財に指定され、舞い手の方にお話を伺いしました。神楽を舞うにはか
なりの体力が必要で、日頃から体力づくりに励んでいるそうです。その熱意と努力が、伝統の舞に込めら
れた力強さや美しさに表れていることを改めて感じました。

１００歳おめでとうございます！
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
お
元
気
で
毎
日
を

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
ね
♪


